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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】軽量な合成樹脂管の抱持支持に適した簡易な構
成を有し、しかも滑り易い表面を有する合成樹脂管であ
っても適切な配管抱持による支持が可能な配管支持具を
提供する。
【解決手段】半円状又はアーチ状の形状に形成されて、
配管を抱持するバンド抱持部１１と、バンド抱持部の端
部の一方又は両方に連設され、床面や壁面を含む取付面
に取り付けられる取付部と、を有し、半円状又はアーチ
状の開放された部分を取付面に向けて取り付ける構成の
配管支持具１において、バンド抱持部の両方の端部の近
傍の内側の各々に、抱持する配管の外周面に当接して配
管を押圧支持する配管押圧支持部１３が相対向する向き
で設けられており、配管押圧支持部が、バンド抱持部の
一部を半円状又はアーチ状の開放された部分方向であっ
て且つ円周方向に延伸するように切起した状態で形成さ
れた構成である。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
半円状又はアーチ状の形状に形成されて、配管を抱持するバンド抱持部と、
　該バンド抱持部の端部の一方又は両方に連設され、床面や壁面を含む取付面に取り付け
られる取付部と、
　を有し、
　前記半円状又はアーチ状の開放された部分を前記取付面に向けて取り付ける構成の配管
支持具において、
　前記バンド抱持部の両方の端部の近傍の内側の各々に、抱持する配管の外周面に当接し
て該配管を押圧支持する配管押圧支持部が相対向する向きで設けられており、
　該配管押圧支持部が、前記バンド抱持部の一部を前記半円状又はアーチ状の開放された
部分方向であって且つ円周方向に延伸するように切起した状態で形成された構成であるこ
と、
　を特徴とする配管支持具。
【請求項２】
前記配管支持具が、１枚の板状材を加工した状態で形成された構成であることを特徴とす
る請求項１に記載の配管支持具。
【請求項３】
前記バンド抱持部が半円状を有し、
　前記取付部が、該バンド抱持部の両端部近傍の各々から外側方向であって且つ前記取付
面と面接触可能に各々設けられた構成であること、
　を特徴とする請求項１又は２に記載の配管支持具。
【請求項４】
前記バンド抱持部が半円状を有し、
　該バンド抱持部の一方の端部には、該一方の端部近傍から外側方向であって且つ前記取
付面と面接触可能に前記取付部が設けられていると共に、
　該バンド抱持部の他方の端部は、前記取付部が設けられることなく、該他方の端部が前
記取付面に当接又は近接する部分で途切れている構成であること、
　を特徴とする請求項１又は２に記載の配管支持具。
【請求項５】
前記バンド抱持部がアーチ状を有し、
　前記取付部が、該バンド抱持部の両端部近傍の各々から外側方向であって且つ前記取付
面と面接触可能に各々設けられた構成であること、
　を特徴とする請求項１又は２に記載の配管支持具。
【請求項６】
前記バンド抱持部が、２本以上の配管を並列状態で抱持する構成であることをを特徴とす
る請求項３～５のいずれかに記載の配管支持具。
【請求項７】
前記バンド抱持部が、２本以上の配管を重層状態で抱持する構成であることをを特徴とす
る請求項３～５のいずれかに記載の配管支持具。
【請求項８】
前記配管押圧支持部の基端部分をスポット溶接の如き補強手段を用いて補強した構成であ
ることを特徴とする請求項１～７のいずれかに記載の配管支持具。
【請求項９】
前記配管押圧支持部が、当接する配管の外周面の曲面に対応する曲面加工部を有して配管
の外周面に面接触によって押圧支持する構成であることを特徴とする請求項１～８のいず
れかに記載の配管支持具。
【請求項１０】
前記配管押圧支持部が、波状又はジグザグ状に折曲加工された状態の折曲加工部を有し、
この折曲加工部が配管の外周面に複数の当接箇所によって押圧支持された状態の構成であ
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ることを特徴とする請求項１～８のいずれかに記載の配管支持具。
【請求項１１】
前記配管押圧支持部が、該配管押圧支持部の先端が配管側に折曲加工された状態の先端折
曲部を有し、この先端折曲部が配管の外周面に引掛け又は食込み接触することによって押
圧支持された状態の構成であることを特徴とする請求項１～８のいずれかに記載の配管支
持具。
【請求項１２】
前記先端折曲部が、配管押圧支持部の表面に重積するように折曲加工された状態の重積折
曲部を有し、この重積折曲部が配管押圧を行う状態の構成であることを特徴とする請求項
１１に記載の配管支持具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は配管支持具に関し、詳しくは合成樹脂製配管の抱持支持に用いて適切な床面・
壁面固定用の配管支持具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　給水管、給湯管、排水管等の種々配管類を支持固定するために抱持バンドを有する配管
支持具が用いられている（例えば、特許文献１等参照）。
【０００３】
　この種の配管支持具は、半割状の環状部材から成るバンド部と該バンド部の端部に連設
された接続部にタンバックルを接続固定し、このタンバックルを天井スラブ等から垂設さ
れた吊りボルトや壁面スラブ等から立設された立ちボルトに緊締することにより固定支持
する構成を有している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平０９－１２６２１６号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　種々の配管類は、近年、鋼管に代わって合成樹脂管（ポリエチレン管、架橋ポリエチレ
ン管、ポリブデン管、塩化ビニル管、プロピレン管、ＡＢＳ管等）が用いられるようにな
ってきており、今後、大部分の配管類が鋼管から合成樹脂管に代わることが予想されてい
る。
【０００６】
　合成樹脂管は、高い耐蝕性を有し、しかも鋼管と同等乃至同等以上の耐熱性及び耐衝撃
性を有するのに鋼管に比して軽量であり、更に加工が容易であるため、取扱性等の点で優
れている。
【０００７】
　本発明者は、かかる合成樹脂管の配管支持技術について鋭意研究を続けたところ、合成
樹脂管は上記したように軽量であるため、従来の鋼管用の支持具が求められるほどの堅牢
度・強度等が必要ではないことを見出した。
【０００８】
　更に合成樹脂管は、耐蝕性や取扱性等の点で鋼管に比して優れている点もあるが、表面
が滑り易いために配管支持具による抱持性に問題がある。即ち、ウォーターハンマー現象
等の振動によって軸方向に滑って位置ズレを起し易く、経時的には複数の配管同士の接続
部に負荷が掛かってしまうおそれを有している。
【０００９】
　そこで本発明の課題は、軽量な合成樹脂管の抱持支持に適した簡易な構成を有し、しか
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も滑り易い表面を有する合成樹脂管であっても適切な配管抱持による支持が可能な配管支
持具を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題を解決する本発明は下記構成を有する。
【００１１】
１．半円状又はアーチ状の形状に形成されて、配管を抱持するバンド抱持部と、
　該バンド抱持部の端部の一方又は両方に連設され、床面や壁面を含む取付面に取り付け
られる取付部と、
　を有し、
　前記半円状又はアーチ状の開放された部分を前記取付面に向けて取り付ける構成の配管
支持具において、
　前記バンド抱持部の両方の端部の近傍の内側の各々に、抱持する配管の外周面に当接し
て該配管を押圧支持する配管押圧支持部が相対向する向きで設けられており、
　該配管押圧支持部が、前記バンド抱持部の一部を前記半円状又はアーチ状の開放された
部分方向であって且つ円周方向に延伸するように切起した状態で形成された構成であるこ
と、
　を特徴とする配管支持具。
【００１２】
２．前記配管支持具が、１枚の板状材を加工した状態で形成された構成であることを特徴
とする上記１に記載の配管支持具。
【００１３】
３．前記バンド抱持部が半円状を有し、
　前記取付部が、該バンド抱持部の両端部近傍の各々から外側方向であって且つ前記取付
面と面接触可能に各々設けられた構成であること、
　を特徴とする上記１又は２に記載の配管支持具。
【００１４】
４．前記バンド抱持部が半円状を有し、
　該バンド抱持部の一方の端部には、該一方の端部近傍から外側方向であって且つ前記取
付面と面接触可能に前記取付部が設けられていると共に、
　該バンド抱持部の他方の端部は、前記取付部が設けられることなく、該他方の端部が前
記取付面に当接又は近接する部分で途切れている構成であること、
　を特徴とする上記１又は２に記載の配管支持具。
【００１５】
５．前記バンド抱持部がアーチ状を有し、
　前記取付部が、該バンド抱持部の両端部近傍の各々から外側方向であって且つ前記取付
面と面接触可能に各々設けられた構成であること、
　を特徴とする上記１又は２に記載の配管支持具。
【００１６】
６．前記バンド抱持部が、２本以上の配管を並列状態で抱持する構成であることをを特徴
とする上記３～５のいずれかに記載の配管支持具。
【００１７】
７．前記バンド抱持部が、２本以上の配管を重層状態で抱持する構成であることをを特徴
とする上記３～５のいずれかに記載の配管支持具。
【００１８】
８．前記配管押圧支持部の基端部分をスポット溶接の如き補強手段を用いて補強した構成
であることを特徴とする上記１～７のいずれかに記載の配管支持具。
【００１９】
９．前記配管押圧支持部が、当接する配管の外周面の曲面に対応する曲面加工部を有して
配管の外周面に面接触によって押圧支持する構成であることを特徴とする上記１～８のい
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ずれかに記載の配管支持具。
【００２０】
１０．前記配管押圧支持部が、波状又はジグザグ状に折曲加工された状態の折曲加工部を
有し、この折曲加工部が配管の外周面に複数の当接箇所によって押圧支持された状態の構
成であることを特徴とする上記１～８のいずれかに記載の配管支持具。
【００２１】
１１．前記配管押圧支持部が、該配管押圧支持部の先端が配管側に折曲加工された状態の
先端折曲部を有し、この先端折曲部が配管の外周面に引掛け又は食込み接触することによ
って押圧支持された状態の構成であることを特徴とする上記１～８のいずれかに記載の配
管支持具。
【００２２】
１２．前記先端折曲部が、配管押圧支持部の表面に重積するように折曲加工された状態の
重積折曲部を有し、この重積折曲部が配管押圧を行う状態の構成であることを特徴とする
上記１１に記載の配管支持具。
【発明の効果】
【００２３】
　請求項１に示す発明によれば、軽量な合成樹脂管の抱持支持に適した簡易な構成を有し
、しかも滑り易い表面を有する合成樹脂管であっても適切な配管抱持による支持が可能な
配管支持具を提供することができる。
【００２４】
　特に、バンド抱持部の開放された部分に設けられた配管押圧支持部が、該バンド抱持部
に抱持支持する配管をその外周面を押圧することによって確実に安定した状態での抱持支
持が可能となると共に、取付面に取り付ける前の状態であっても配管から配管支持具が脱
落してしまうことがないので現場での作業性が著しく向上する。
　そして配管押圧支持部は、バンド抱持部の一部を切り起こすだけで加工可能であるため
、別部材を付加することもないし、切り取り加工等によって廃棄が必要となる部材も生じ
ることもなく、低コスト化が可能なだけでなく、環境適正にも優れている。
　しかも、簡易な構成の配管支持具は、使用材料を著しく少なくすることができるので低
コスト化が可能であるだけでなく、軽量化を図ることができるので建築物や構築物に用い
る数量が多い場合には現場への搬入時の搬送性や作業性の点で極めて有利である。
【００２５】
　請求項２に示す発明によれば、１枚の板状材を打ち抜き・プレス・折曲等の簡易な加工
手段により形成することが可能なので極めて低コストでの提供が可能である。
【００２６】
　請求項３に示す発明によれば、いわゆるサドルバンドのタイプに適用することができる
。
【００２７】
　請求項４に示す発明によれば、いわゆる片サドルバンドのタイプに適用することができ
る。
【００２８】
　請求項５に示す発明によれば、いわゆる角サドルバンドの一種の角部に丸みを有するタ
イプに適用することができる。
【００２９】
　請求項６又は７に示す発明によれば、一つの簡易な構成の配管支持具によって複数本の
配管の支持が可能である。
【００３０】
　請求項８に示す発明によれば、取付部の切起し基端部分の強度を高くすることができる
。
【００３１】
　請求項９に示す発明によれば、配管の外周面に対して配管押圧支持部の曲面加工部の略
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全面を接触させることができるので接触面積が大きくなり押圧支持効果を向上させること
ができる。
【００３２】
　請求項１０に示す発明によれば、配管の外周面に対して配管押圧支持部の折曲加工部が
引っ掛かるように押圧当接することになるので押圧支持効果を向上させることができる。
【００３３】
　請求項１１に示す発明によれば、配管の外周面に対して配管押圧支持部の先端折曲が引
っ掛かるように又は食込むように押圧当接することになるので押圧支持効果を向上させる
ことができる。
【００３４】
　請求項１２に示す発明によれば、上記請求項１１に示す発明に比べ、押圧当接時の配管
への負荷を軽減させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本発明に係る配管支持具の一実施例を示す５面図（正面図、平面図、底面図、左
側面図、Ａ－Ａ断面図）
【図２】図１に示す配管支持具の使用例の一例を示す概略正面図
【図３】本発明に係る配管支持具の第２実施例を示す６面図（正面図、平面図、底面図、
左側面図、右側面図、Ｂ－Ｂ断面図）
【図４】本発明に係る配管支持具の第３実施例を示す５面図（正面図、平面図、底面図、
左側面図、右側面図、Ｃ－Ｃ断面図）
【図５】図４に示す配管支持具の使用例の一例を示す概略正面図
【図６】本発明に係る配管支持具の第４実施例の使用例の一例を示す概略正面図
【図７】配管押圧支持部の一例を示す要部拡大断面図（断面線は円周方向）
【図８】配管押圧支持部の他の一例を示す要部拡大断面図（断面線は円周方向）
【図９】配管押圧支持部の更に他の一例を示す要部拡大断面図（断面線は円周方向）
【発明を実施するための形態】
【００３６】
　次に、添付の図面に従って本発明について詳細に説明する。
【００３７】
　本発明に係る配管支持具は、給水管、給湯管、排水管等の種々配管類を床面や壁面等の
取付面に沿った状態で固定支持するものである。
　この配管支持具の取付構成としては、バンド抱持部に配管を抱持した状態で、該バンド
抱持部の端部の一方又は両方に連設される取付部を前記取付面に取付固定することによっ
て、前記配管を前記取付面に沿った状態で固定支持することができる。
【００３８】
　固定支持する種々の配管類としては、従来一般的であった鋼管に代わって近年多く用い
られるようになった合成樹脂管（ポリエチレン管、架橋ポリエチレン管、ポリブデン管、
塩化ビニル管、プロピレン管、ＡＢＳ管等）の固定支持に本発明は特に有効である。尚、
本発明は合成樹脂管の固定支持に特に有効であるが、従来の鋼管の固定支持も可能であり
、固定支持する配管として鋼管を排除するものではない。
【００３９】
　本発明の配管支持具１の具体的構成例としては、図１及び図２に示すように、
　配管支持具１は、
　半円状、円弧状又はアーチ状の何れかの形状（本実施例では半円状）に形成されて、配
管を抱持するバンド抱持部１１と、
　該バンド抱持部１１の端部の一方又は両方（本実施例では両方１１Ａと１１Ｂ）に連設
され、床面や壁面を含む取付面２に取り付けられる取付部１２・１２と、
　を有する構成において、
　前記バンド抱持部１１の両方の端部１１Ａ・１１Ｂの近傍の内側の各々に、抱持する配
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管Ｐの外周面に当接して該配管Ｐを押圧支持する配管押圧支持部１３・１３が相対向する
向きで設けられており、
　該配管押圧支持部１３・１３が、前記バンド抱持部１１の一部を前記半円状又はアーチ
状の開放された部分方向であって且つ円周方向に延伸するように切起した状態で形成され
た構成となっている。
【００４０】
　以下、本発明の構成について更に詳説する。
【００４１】
　本発明の配管支持具は、１枚の板状材を加工して形成されており、加工手段としては１
枚の板状材を打ち抜き・プレス・折曲等の簡易な加工手段を挙げることができる。これら
の加工手段によって、極めて低コストでの提供が可能である。また、用いられる材質とし
ては、この種の配管支持具に用いられる材料として公知公用のものを特別の制限なく用い
ることができ、好ましくはステンレスやその他の金属である。
【００４２】
　配管押圧支持部１３は、配管Ｐの外周面の曲面に対応するように曲面加工した曲面加工
部とする構成が好ましい。かかる構成によれば、配管Ｐの外周面に面接触によって押圧支
持する構成となるので、配管Ｐの外周面に対して配管押圧支持部１３の略全面を接触させ
ることができるので接触面積が大きくなり押圧支持効果を向上させることができる。
【００４３】
　図１に示す本実施例は、バンド抱持部１１が半円状を有し、該バンド抱持部１１の両端
部１１Ａ・１１Ｂの各々から外側方向であって且つ前記取付面２と面接触可能に前記取付
部１２・１２が各々設けられた構成の、いわゆるサドルバンドのタイプに適用された態様
を示す。
【００４４】
　尚、図１に示す符号１１Ｄ・１１Ｄは、配管押圧支持部１３・１３が切起こされること
により孔部となったバンド抱持部１１の被切起し部である。
【００４５】
　以上の構成を有する本発明の配管支持具１は、バンド抱持部１１の内側に切り起された
配管押圧支持部１３・１３が該バンド抱持部１１に抱持支持する配管Ｐをその外周面を押
圧することによって確実に安定した状態での抱持支持が可能となると共に、バンド抱持部
１１に配管Ｐを抱持した状態で取付面２にボルト等の取付固定手段３により取付固定する
ことによって前記配管Ｐの支持固定が可能となる。特に、取付面２に取り付ける前の状態
であっても配管Ｐから配管支持具１が脱落してしまうことがないので現場での作業性が著
しく向上する。
　そしてこの配管押圧支持部１３・１３は、バンド抱持部１１の一部を切り起こすだけで
加工可能であるため、別部材を付加することもないし、切り取り加工等によって廃棄が必
要となる部材も生じることもなく、低コスト化が可能なだけでなく、環境適正にも優れて
いる。
　しかも、簡易な構成の配管支持具１は、使用材料を著しく少なくすることができるので
低コスト化が可能であるだけでなく、軽量化を図ることができるので建築物や構築物に用
いる数量が多い場合には現場への搬入時の搬送性や作業性の点で極めて有利である。
【００４６】
　以上、本発明に係る配管支持具について説明したが、本発明は上記実施例に限定されず
、本発明の範囲内において種々の他の態様を採ることもできる。
【００４７】
　例えば、図３に示す第２実施例は、バンド抱持部１１が半円状を有し、該バンド抱持部
１１の一方の端部１１Ａには、該一方の端部１１Ａから外側方向であって且つ前記取付面
２と面接触可能に取付部１２が設けられていると共に、該バンド抱持部１１の他方の端部
１１Ｂは、取付部が連設されることなく、該他方の端部１１Ｂが前記取付面２に当接又は
近接する部分で途切れている構成の、いわゆる片サドルバンドのタイプに適用された態様
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を示す。
【００４８】
　また、図４に示す第３実施例は、バンド抱持部１１がアーチ状を有し、該バンド抱持部
１１の両端部１１Ａ・１１Ｂの各々から外側方向であって且つ前記取付面２と面接触可能
に取付部１２Ａ・１２Ｂが各々設けられた構成の、いわゆる角サドルバンドの一種の角部
に丸みを有するタイプに適用された態様を示す。
【００４９】
　尚、この図４に示す第３実施例では、バンド抱持部１１の抱持幅を２倍に拡大した構成
とすることによって、図５に示すように、配管Ｐを２本並列状態で支持固定する態様とし
ているが、上記した他の実施例と同様に１本のみの支持固定であってもよいし、３本以上
とすることもできる。
　尚また、この２本以上の配管Ｐの並列状態での支持については、本発明の範囲内におけ
る他の全ての態様についても適用可能である。
【００５０】
　２本以上の配管Ｐを抱持する態様の場合、図４及び図５に示す第３実施例の並列状態で
抱持する構成に限らず、図６に示すような、重層状態で抱持する構成を採ることもできる
。図６に示す実施例は、図１及び図２に示すサドルバンドのタイプの配管支持具１のバン
ド抱持部１１を重層方向に拡大した構成とすることによって２本の配管Ｐを重層状態に抱
持することができるものである。
　尚、本実施例では２本の配管Ｐを重層状態に抱持する構成であるが、３本以上とするこ
ともできる。
　尚また、この２本以上の配管Ｐの重層状態での支持については、本発明の範囲内におけ
る他の全ての態様についても適用可能である。
【００５１】
　更に、配管押圧支持部１３は、上記した各実施例では配管Ｐの外周面の曲面に対応する
ように曲面加工した構成としているが、他の態様とすることもできる。
【００５２】
　例えば、図７に示すように、波状又はジグザグ状に折曲加工された折曲加工部１３Ａが
配管Ｐの外周面に複数の当接箇所によって押圧支持する構成とすることも好ましい。かか
る構成によれば、配管Ｐの外周面に対して配管押圧支持部１３の折曲加工部１３Ａが引っ
掛かるように押圧当接することになるので押圧支持効果を向上させることができる。
【００５３】
　また、図８に示すように、配管押圧支持部１３の先端が配管Ｐ側に折曲加工された先端
折曲部１３Ｂを有し、この先端折曲部１３Ｂが配管Ｐの外周面に引掛け又は食込み接触す
ることによって押圧支持する構成とすることも好ましい。かかる構成によれば、配管Ｐの
外周面に対して配管押圧支持部１３の先端折曲部１３Ｂが引っ掛かるように又は食込むよ
うに押圧当接することになるので押圧支持効果を向上させることができる。
【００５４】
　更に、図８に示す先端折曲部１３Ｂは、図９に示すように更に配管押圧支持部１３の表
面に重積するように折曲加工された重積折曲部１３Ｃとすれば、前記先端折曲部１３Ｂに
比べて押圧支持時の配管Ｐへの負荷を軽減させつつ押圧支持効果を向上させることができ
る。
【００５５】
　更にまた、配管押圧支持部１３・１３の各々について、各々の切起した基端部分をスポ
ット溶接の如き補強手段を用いて補強する構成が好ましく、かかる構成によれば、切起し
部分の破断や裂けを抑制できるので、この切起した起端部分の強度を高くすることができ
る。
【符号の説明】
【００５６】
　１　配管支持具
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　１１　バンド抱持部
　１１Ａ　バンド抱持部の一方の端部
　１１Ｂ　バンド抱持部の他方の端部
　１１Ｄ　被切起し孔部
　１２　バンド端部
　１３　配管押圧支持部
　１３Ａ　折曲加工部
　１３Ｂ　先端折曲部
　１３Ｃ　重積折曲部
　２　取付面
　３　取付固定手段
　Ｐ　配管

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年3月24日(2017.3.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
半円状又はアーチ状の形状に形成されて、配管を抱持するバンド抱持部と、
　該バンド抱持部の端部の一方又は両方に連設され、床面や壁面を含む取付面に取り付け
られる取付部と、
　を有し、
　前記半円状又はアーチ状の開放された部分を前記取付面に向けて取り付ける構成の配管
支持具において、
　前記バンド抱持部の両方の端部の近傍の内側の各々に、抱持する配管の外周面に当接し
て該配管を押圧支持する配管押圧支持部が相対向する向きで設けられており、
　該配管押圧支持部が、前記バンド抱持部の一部を前記半円状又はアーチ状の開放された
部分方向であって且つ円周方向に延伸するように切起した状態で形成された構成であり、
　更に、前記バンド抱持部が、一つのバンド抱持部に２本の配管を並列状態で抱持する構
成であり、且つ、この２本の配管の各々に前記配管押圧支持部が押圧支持された状態の構
成であること、
　を特徴とする配管支持具。
【請求項２】
前記配管支持具が、１枚の板状材を加工した状態で形成された構成であることを特徴とす
る請求項１に記載の配管支持具。
【請求項３】
前記バンド抱持部が半円状を有し、
　前記取付部が、該バンド抱持部の両端部近傍の各々から外側方向であって且つ前記取付
面と面接触可能に各々設けられた構成であること、
　を特徴とする請求項１又は２に記載の配管支持具。
【請求項４】
前記バンド抱持部が半円状を有し、
　該バンド抱持部の一方の端部には、該一方の端部近傍から外側方向であって且つ前記取
付面と面接触可能に前記取付部が設けられていると共に、
　該バンド抱持部の他方の端部は、前記取付部が設けられることなく、該他方の端部が前
記取付面に当接又は近接する部分で途切れている構成であること、
　を特徴とする請求項１又は２に記載の配管支持具。
【請求項５】
前記配管押圧支持部の基端部分をスポット溶接の如き補強手段を用いて補強した構成であ
ることを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載の配管支持具。
【請求項６】
前記配管押圧支持部が、当接する配管の外周面の曲面に対応する曲面加工部を有して配管
の外周面に面接触によって押圧支持する構成であることを特徴とする請求項１～５のいず
れかに記載の配管支持具。
【請求項７】
前記配管押圧支持部が、波状又はジグザグ状に折曲加工された状態の折曲加工部を有し、
この折曲加工部が配管の外周面に複数の当接箇所によって押圧支持された状態の構成であ
ることを特徴とする請求項１～５のいずれかに記載の配管支持具。
【請求項８】
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前記配管押圧支持部が、該配管押圧支持部の先端が配管側に折曲加工された状態の先端折
曲部を有し、この先端折曲部が配管の外周面に引掛け又は食込み接触することによって押
圧支持された状態の構成であることを特徴とする請求項１～５のいずれかに記載の配管支
持具。
【請求項９】
前記先端折曲部が、配管押圧支持部の表面に重積するように折曲加工された状態の重積折
曲部を有し、この重積折曲部が配管押圧を行う状態の構成であることを特徴とする請求項
８に記載の配管支持具。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
１．半円状又はアーチ状の形状に形成されて、配管を抱持するバンド抱持部と、
　該バンド抱持部の端部の一方又は両方に連設され、床面や壁面を含む取付面に取り付け
られる取付部と、
　を有し、
　前記半円状又はアーチ状の開放された部分を前記取付面に向けて取り付ける構成の配管
支持具において、
　前記バンド抱持部の両方の端部の近傍の内側の各々に、抱持する配管の外周面に当接し
て該配管を押圧支持する配管押圧支持部が相対向する向きで設けられており、
　該配管押圧支持部が、前記バンド抱持部の一部を前記半円状又はアーチ状の開放された
部分方向であって且つ円周方向に延伸するように切起した状態で形成された構成であり、
　更に、前記バンド抱持部が、一つのバンド抱持部に２本の配管を並列状態で抱持する構
成であり、且つ、この２本の配管の各々に前記配管押圧支持部が押圧支持された状態の構
成であること、
　を特徴とする配管支持具。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
５．前記配管押圧支持部の基端部分をスポット溶接の如き補強手段を用いて補強した構成
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であることを特徴とする上記１～４のいずれかに記載の配管支持具。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
６．前記配管押圧支持部が、当接する配管の外周面の曲面に対応する曲面加工部を有して
配管の外周面に面接触によって押圧支持する構成であることを特徴とする上記１～５のい
ずれかに記載の配管支持具。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
７．前記配管押圧支持部が、波状又はジグザグ状に折曲加工された状態の折曲加工部を有
し、この折曲加工部が配管の外周面に複数の当接箇所によって押圧支持された状態の構成
であることを特徴とする上記１～５のいずれかに記載の配管支持具。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
８．前記配管押圧支持部が、該配管押圧支持部の先端が配管側に折曲加工された状態の先
端折曲部を有し、この先端折曲部が配管の外周面に引掛け又は食込み接触することによっ
て押圧支持された状態の構成であることを特徴とする上記１～５のいずれかに記載の配管
支持具。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
９．前記先端折曲部が、配管押圧支持部の表面に重積するように折曲加工された状態の重
積折曲部を有し、この重積折曲部が配管押圧を行う状態の構成であることを特徴とする上
記８に記載の配管支持具。
【手続補正書】
【提出日】平成29年5月31日(2017.5.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
アーチ状の形状に形成されて、配管を抱持するバンド抱持部と、
　該バンド抱持部の端部の両方に連設され、床面や壁面を含む取付面に取り付けられる取
付部と、
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　を有し、
　前記アーチ状の開放された部分を前記取付面に向けて取り付ける構成の配管支持具にお
いて、
　前記配管支持具は、前記アーチ状のバンド抱持部が角部に丸みを有する角サドルバンド
タイプであり、
　且つ、一つのバンド抱持部に２本の配管を並列状態で抱持する構成であり、２本の配管
を並列状態で抱持することにより、各々の配管の外周面の全周３６０°の４分の１である
９０°毎の４箇所である、（１）バンド抱持部の側壁に相当する部分との当接箇所、（２
）バンド抱持部の天板に相当する部分との当接箇所、（３）並列する配管との当接箇所、
（４）取付面との当接箇所、に４方向から略均等に当接した状態で抱持支持される構成で
あり、
　更に、前記バンド抱持部の両方の端部の近傍の内側の各々に、抱持する配管の外周面に
当接して該配管を押圧支持する配管押圧支持部が相対向する向きで設けられており、
　該配管押圧支持部が、前記バンド抱持部の一部を前記アーチ状の開放された部分方向で
あって且つ円周方向に延伸するように切起した状態で形成された構成であり、この２本の
配管の各々に前記配管押圧支持部が押圧支持されることにより、取付面への取付前の状態
であっても抱持した配管の配管抱持部からの脱落を防止する構成であること、
　を特徴とする配管支持具。
【請求項２】
前記配管支持具が、１枚の板状材を加工した状態で形成された構成であることを特徴とす
る請求項１に記載の配管支持具。
【請求項３】
前記配管押圧支持部が、当接する配管の外周面の曲面に対応する曲面加工部を有して配管
の外周面に面接触によって押圧支持する構成であることを特徴とする請求項１又は２に記
載の配管支持具。
【請求項４】
前記配管押圧支持部が、波状又はジグザグ状に折曲加工された状態の折曲加工部を有し、
この折曲加工部が配管の外周面に複数の当接箇所によって押圧支持された状態の構成であ
ることを特徴とする請求項１又は２に記載の配管支持具。
【請求項５】
前記配管押圧支持部が、該配管押圧支持部の先端が配管側に折曲加工された状態の先端折
曲部を有し、この先端折曲部が配管の外周面に引掛け又は食込み接触することによって押
圧支持された状態の構成であることを特徴とする請求項１又は２に記載の配管支持具。
【請求項６】
前記先端折曲部が、配管押圧支持部の表面に重積するように折曲加工された状態の重積折
曲部を有し、この重積折曲部が配管押圧を行う状態の構成であることを特徴とする請求項
５に記載の配管支持具。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
１．アーチ状の形状に形成されて、配管を抱持するバンド抱持部と、
　該バンド抱持部の端部の両方に連設され、床面や壁面を含む取付面に取り付けられる取
付部と、
　を有し、
　前記アーチ状の開放された部分を前記取付面に向けて取り付ける構成の配管支持具にお
いて、
　前記配管支持具は、前記アーチ状のバンド抱持部が角部に丸みを有する角サドルバンド
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タイプであり、
　且つ、一つのバンド抱持部に２本の配管を並列状態で抱持する構成であり、２本の配管
を並列状態で抱持することにより、各々の配管の外周面の全周３６０°の４分の１である
９０°毎の４箇所である、（１）バンド抱持部の側壁に相当する部分との当接箇所、（２
）バンド抱持部の天板に相当する部分との当接箇所、（３）並列する配管との当接箇所、
（４）取付面との当接箇所、に４方向から略均等に当接した状態で抱持支持される構成で
あり、
　更に、前記バンド抱持部の両方の端部の近傍の内側の各々に、抱持する配管の外周面に
当接して該配管を押圧支持する配管押圧支持部が相対向する向きで設けられており、
　該配管押圧支持部が、前記バンド抱持部の一部を前記アーチ状の開放された部分方向で
あって且つ円周方向に延伸するように切起した状態で形成された構成であり、この２本の
配管の各々に前記配管押圧支持部が押圧支持されることにより、取付面への取付前の状態
であっても抱持した配管の配管抱持部からの脱落を防止する構成であること、
　を特徴とする配管支持具。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
３．前記配管押圧支持部が、当接する配管の外周面の曲面に対応する曲面加工部を有して
配管の外周面に面接触によって押圧支持する構成であることを特徴とする上記１又は２に
記載の配管支持具。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
４．前記配管押圧支持部が、波状又はジグザグ状に折曲加工された状態の折曲加工部を有
し、この折曲加工部が配管の外周面に複数の当接箇所によって押圧支持された状態の構成
であることを特徴とする上記１又は２に記載の配管支持具。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
５．前記配管押圧支持部が、該配管押圧支持部の先端が配管側に折曲加工された状態の先
端折曲部を有し、この先端折曲部が配管の外周面に引掛け又は食込み接触することによっ
て押圧支持された状態の構成であることを特徴とする上記１又は２に記載の配管支持具。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
６．前記先端折曲部が、配管押圧支持部の表面に重積するように折曲加工された状態の重
積折曲部を有し、この重積折曲部が配管押圧を行う状態の構成であることを特徴とする上
記５に記載の配管支持具。
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